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「.com」や「.co.jp」などドメイン末尾の新たな申請を、いち早

インターリンク、分野別トップレベルドメイン

申請のコンサルティングサービスを
～「.東京」「.クーポン」といった、日本語申請にも対

ブロードバンド接続サービスなどを展開する株式会社インターリンク（東京都豊島区

インターリンク）は、2010年にICANN（※）より募集が開始される、分野別トップレベルド

けて、国内申請希望者向けコンサルティングサービス『新gTLDコンサルティングサー

（http://gtld.interlink.or.jp）の提供を、本日より開始すると発表しました。 
 
従来「.com」や「.org」など21種類に限定されていた

gTLDは、来年から自由化が認められることにより、

「.eco」や「.music」などの自由な名前の申請が可能と

なります。また、今回より日本語を含むアルファベット

以外の言語での申請も認められることから、「.東京」

や「.クーポン」など日本語によるインターネットの新し

い利用方法などが考えられます。 
 

10月15日付けの報道発表の通り、インターリンクは

アジア全土にてレジストリビジネスを展開している

RegistryASPとの提携により、日本語ドメインに対応する安定したシステムの開発を実

ける豊富な経験と人脈を活かし、日本語による新gTLD申請から、事業運営サポートま

低価格で提供し、国内の新gTLD申請希望者に新たなインターネットビジネスを提案し
 

また、インターリンクは今年6月より世界初の新gTLDコンテストである、『ワールドド

(http://www.WorldDomainCup.com/)を開催しており、ICANNコミュニティ内での知名度

認レジストラである同社が運営するゴンベエドメイン(http://www.gonbei.jp/)では、国内

ドメインの登録を取り扱っております。また、セカンドレベルを含めると119種類のドメイ

ーネットユーザーに提供中です。 

  

 

 

 

 
 

 
 
◆RegistryASP (http://www.registryasp.com) 
RegistryASPは、レジストリソリューション分野にて各国のレジストリに対し7年以上のサービス提
システム部門。主要製品は、ドメイン名登録システムにおけるソリューション向けのソフトウェア
ある RegistryASP Shared Registry-Registrar System (SRS)。複雑なビジネスプロセスやポリシ
国際基準と実業務に対する実直さの両方を兼ね備えた、gTLD/ccTLDのレジストリおよびレジス
ョンを、「.hk」「.sg」「.my」「.cd」などアジアを中心とした世界各国にて提供している。また、インター
対応する安定したシステムの開発を実現したことを発表した。（http://www.registryasp.com/me
 
◆株式会社インターリンク （http://www.interlink.or.jp/） 
日本のインターネット黎明期である1995年よりサービスを開始した、今年で14年目を迎える老舗
事業を開始、2006年10月日本で8社目のICANN公認レジストラに認定。ユーザーにとってより快
供すると共に、インターネットを通じた社会貢献活動にも積極的に取り組んでいます。 
 

●本リリースに関するお問合せ先 株式会社フロンティア・エンタープライズ （株式会社インタ
担当／島・磯部 TEL.03-5770-5670 FAX.03-3796-0430 E-mail: isobe@frontier-
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インターリンクは、2009 年 10 月 25日（日）から 10月 30日（金）に韓国ソウ

ルで開催される、ICANN国際会議にてスポンサー企業として参加します。更

に同社は、アジア地域に新gTLDの申請を促すプロモーション活動「Asia:The

Future 」 (http://www.asiathefuture.org/) を 、株式会社GMO 、 webnic 社 、

DOTBKK社、との合同プロモーション活動として、10 月 19 日より開始致しまし

た。現在、本活動にご賛同頂ける企業を募集中です。 
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